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岡
垣
射
爆
撃
場
の
歴
史
②

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会　
入
江
東
樹

【
郷
土
守
備
隊
】

　

１
９
４
５（
昭
和
20
）年
3
月
、
岡

垣
地
域
の
防
衛
は
芦
屋
の
師
団
が
担

当
し
た
。

　

岡
垣
村
に
配
備
さ
れ
た
聯れ

ん
た
い隊

名
は
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
海
老
津
に
あ
っ
た

と
い
う
。

　

岡
垣
で
の
大
隊
や
中
隊
は
、
内
浦
や

吉
木
、
山
田
、
戸
切
の
各
国
民
学
校
校

舎
を
、
兵
舎
と
し
て
使
用
し
た
。
児
童

ら
は
学
校
近
く
の
お
宮
や
神
社
を
借
り

て
勉
強
し
た
。

　

米
軍
の
作
戦
は｢

北
部
九
州
で
は
、

ま
ず
三
里
松
原
海
岸
に
艦
砲
射
撃
を
加

え
た
後
に
、
上
陸
す
る
だ
ろ
う
」と
想

定
さ
れ
、
周
辺
に
陣
地
を
構
築
し
た
。

　
筆
者
は
糠
塚
で
育
っ
た
。
家
か
ら
100

メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
公
会
堂（
公
民

館
）が
あ
っ
て
、
兵
隊
さ
ん
が
い
た
。

筆
者
は
当
時
3
歳
だ
っ
た
の
で
、
兵
隊

さ
ん
と
い
う
こ
と
は
分
か
ら
な
か
っ

た
。
後
年
に
知
っ
た
。

　

公
会
堂
に
何
度
か
出
掛
け
て
行
っ

て
、
兵
隊
さ
ん
か
ら
金こ

ん
ぺ
い
と
う

平
糖
を
も
ら
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　

同
年
5
月
、
芦
屋
に
空
襲
警
報
が
発

令
さ
れ
、
米
軍
機
グ
ラ
マ
ン
10
数
機
が

現
れ
、
陸
軍
芦
屋
飛
行
場
の
格
納
庫
を

機
銃
掃
射
す
る
と
と
も
に
、
数
発
の
爆

弾
を
投
下
し
た
。

　

同
年
8
月
15
日
、
日
本
軍
は
連
合
軍

に
降
伏
し
て
、
終
戦
と
な
っ
た
。

【
戦
後
の
三
里
松
原
】

一　
三
里
松
原
払
い
下
げ
問
題

　
１
９
４
５
年
11
月
、
北
九
州
の
八
幡

市
が
、
三
里
松
原
の
払
い
下
げ
を
申
請

し
た
。
食
料
事
情
を
克
服
す
る
た
め
に
、

松
原
の
一
画
を
食
料
供
給
地
と
し
て
確

保
し
よ
う
と
し
た
。

　

そ
の
計
画
は
松
原
を
伐
採
し
て
、

畑
地
を
造
成
し
、
そ
こ
ま
で
軌
道
を

敷
設
し
て
、
野
菜
類
を
搬
送
す
る
と

い
う
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
八
幡
市

は
当
時
、
し
尿
を
海
上
投
棄
し
て
い

た
が
困
難
に
な
っ
た
の
で
、
し
尿
を

肥
料
と
し
て
、
軌
道
で
岡
垣
に
搬
入

し
た
い
と
考
え
て
い
た
。

　

翌
年
の
1
月
、
防
風
保
安
林
を
守

る
立
場
か
ら
、
払
い
下
げ
反
対
の
村

民
大
会
が
、
内
浦
や
吉
木
、
山
田
の

各
小
学
校
で
行
わ
れ
た
。

　

同
月
、
村
議
会
で
払
い
下
げ
反
対

が
決
議
さ
れ
た
。

　
同
2
月
、
村
民
大
会
が
開
催
さ
れ
、

「
三
里
松
原
伐
採
反
対
」の
嘆
願
書
が

採
択
さ
れ
た
。
陳
情
団
が
編
成
さ
れ

上
京
し
た
。

　
農
林
大
臣
は
村
民
の
願
い
を
認
め
、

払
い
下
げ
申
請
の
却
下
を
約
束
し
た
。

　

こ
う
し
て
三
里
松
原
の
伐
採
は
免

れ
た
。

二　
米
軍
が
芦
屋
に
進
駐　

　

芦
屋
に
設
置
さ
れ
て
い
た
陸
軍
飛

行
場
は
日
本
軍
の
降
伏
と
共
に
、
米

軍
に
接
収
さ
れ
た
。

　

１
９
４
6（
昭
和
21
）年
４
月
、
米

軍
の
部
隊
が
芦
屋
に
進
駐
し
て
き
た
。

占
領
軍
だ
が
、
進
駐
軍
と
呼
ば
れ
た
。

　
同
年
8
月
、
米
軍
は
松
原（
岡
垣
内
）

の
37
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
伐
採
し
、
対
地
射

爆
撃
場
を
開
設
し
た
。

　

八
幡
市
か
ら
の「
松
原
払
い
下
げ
申

請
」に
は
反
対
で
き
た
が
、
占
領
軍
の

施
策
に
は
反
対
で
き
な
か
っ
た
。

三　
朝
鮮
戦
争
と
米
軍
芦
屋
基
地

　
１
９
５
0（
昭
和
25
）年
6
月
、
朝

鮮
戦
争
の
勃
発
で
、
芦
屋
基
地
は
米

軍
の
兵
士
や
武
器
弾
薬
の
輸
送
基
地
と

な
っ
た
。

　

翌
年
3
月
、
米
軍
は
新
た
に
松
原
を

伐
採
し
て
、
司
令
塔
や
標
的
な
ど
の
設

備
の
充
実
を
図
っ
た
。

　

１
９
５
3（
昭
和
28
）年
7
月
、
朝

鮮
戦
争
は
終
結
し
た
。

▲八幡市営電車軌道予定図
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